
TCK12010006202.pdf (0 - 5 m) 1/1 ページ

ボーリング柱状図

調      査      名
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ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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栃木県足利土木事務所 2008-07-24 ～ 2008-07-25
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38.36 0.30 0.30 崖錐堆積
物
(Tl)

36.76 1.60 1.90

風化岩
(WR)

34.66 2.10 4.00

中硬岩
(MR)

茶褐

黄
褐

黒
灰

緩
い

非
常
に
密
な

礫径10～70mmの角礫が主体。
充填物は粘性土が主体。含水小位
。
崖錐堆積物。
全体に、風化がやや激しく、開口
亀裂が多い。
亀裂面は概ね褐色の酸化鉄で汚染
されている。
岩質自体はやや軟質化している。
泥岩主体。CL級主体。
黒色の砂岩と泥岩の互層で、層理
面の傾斜は約45度である。砂岩は
硬質であるが、泥岩は風化して若
干粘土化して軟質である。
特にGL-2.6m付近の泥岩は白色粘
土化している。亀裂は開口状で、
赤紫色の酸化鉄で汚染されている
。
コアは短柱状～岩片状主体。
RQDは0％。最大コア長は8cm程
度。CM級主体。
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